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ある。この年の生産量は 61百万球，球根農家数は 358戸，面積は 252haであっ












花き球根産業の国際比較についての先行研究には，新里（1999）， De Groot(1999), 
Buschman(2005), Ohkawa(2005), Niisato(2009), 新里（2010），Benschop M., 
Kamenetsky, R., LeNard, M., Okubo, H., DeHertoug,A. (2010)，新里（2016），
Niisato and Takeda(2016)がある。最近の中国のフラワーツーリズムを研究し









分析し，2000 年から 2015 年までの輸出数量と価格のダイナミズムを考察する。
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となり2014年には 100万人を超え，2017年は 140万人と過去最大を記録した 3。
一方，となみチューリップフェアは 20 万人から拡大して，1992 年には 48
万９千人を記録した。1996 年まではほぼ 40 万人を維持したが，その後，減少
傾向となり，2011 年には 27 万５千人まで低下した。その後，若干回復基調に
あり，2015 年には 32 万人，2016 年 31 万 1 千人，2017 年は 32 万３千人である。
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表１　世界の花き球根生産面積
ha 年 ha 年 2000年比 ha 年 シェア 2010年比 2000年比
ベルギー 224 1999 211 2010 94.2% 109 2015 0.3% 51.7% 49%
フィンランド 8 1999
フランス 1,368 2003 1,115 2010 81.5% 1,112 2015 3.0% 99.7% 81%
ドイツ 115 2004 230 2008 200.0% 270 2013 0.7% 117.4% 235%
アイルランド 81 2001 81
オランダ 20,849 2000 17,809 2010 85.4% 20,386 2015/16p 54.9% 114.5% 98%
イギリス 6,293 2000 4,690 2011 74.5% 6,182 2015 16.7% 131.8% 98%
トルコ 54 2004 54 100.0% 61 2015 0.2% 113.0% 113%
中国 1,281 2000 4,794 2010 374.2% 6,070 2015 16.4% 126.6% 474%
日本 995 2000 538 2010 54.1% 364 2015 1.0% 67.7% 37%
韓国 68 2000 45 2010 66.2% 29 2015 0.1% 64.4% 43%
台湾 14 2003 5 2010 35.7% 1 2014 0.0% 20.0% 7%
アメリカ 3,611 2001 2,472 2007 68.5% 2,521 2012 6.8% 102.0% 70%
総計 34,961 32,044 91.7% 37,105 100.0% 115.8% 106%
注：英国の数値は ﬂowers and bulb in the openの数値であり，球根切り花生産も含む。
出所：AIPH（国際園芸家協会）, International Statistics Flowers and Plants（国際花卉園芸統計）
2001, 04, 07, 14, 16 年版。日本農林水産省『花き生産出荷統計』平成 25年産 , 平成 27年
産 http//www.e-stat.go,jp/。韓国農林畜産食品部『花卉栽培現況』2015 年。英国 DEFRA
（環境食料農業省）Basic Horticultural Statistics 2014。中国林業局中国花卉協会 http://
hhxh.forestry.gov.cn/。
2010 年にはオランダの生産面積は 2000 年比 15%に減少したが，2015 年に
以前の水準に回復した。イギリスも一時減少したが回復している。アメリカは
2,500haへと 2000 年の７割程度に縮小した。フランスは 1,100haで 2000 年の
８割である。中国の拡大が目覚ましい。2010 年は 2000 年比 370％に拡大して
約 4,800ha，2015 年にはさらに 130％に拡大して，約 6,100ha(2000 年比 470%)
となり，イギリスに並んだ。日本は，2000 年 9,954haから 2010 年 540ha，
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9球根は 切り花用の原材料（促成栽用培球 forced bulb）として生産者から
需要される。この点では切り花価格上昇は球根需要増加の効果を持つ。 
10名目値に関するゼロ次同時性により，上式は次のように書き換えられる。
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�� , ���.  
ここで，Y： 球根の国内供給 , Pr：生産に ける補完作物（例えば，輪作裏
作作物，日本の場合は米。Niisato（2009）および新里（2010）参照）の価格 , Ps： 代替作物（例えば野菜）の価格 , Pf：生産要素（原材料投入，労働，土地）
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11名目値に関するゼロ次同時性により，上式は次のように書き換えることがで
きる。 






�� , �, ���.  
12国際価格が国内価格を下回るとき，輸入国となる。また，輸入供給関数もゼ
ロ次性を持つ。� � ��� ������ , �, ��� 
13もし輸出供給弾力性が無限大であるならば，(4)式は次式のようになり，輸入
供給曲線は水平となる。そして，市場全体の供給曲線も水平となる。
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供給曲線である。 (1)式は国内需要 X を， (2)式は国内供給 Y を決定する。 し
たがって，(3)式あるいは（4）式により輸入 Z が決定する。図２においては，
均衡点Ｅを通る水平線と国内供給曲線の交点が国内生産 Y であり，均衡需要
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オランダ，日本，中国の経済指標を見ておこう。図４は 2000 年から 2015 年
までの経済成長率（実質 GDP）の推移である。各国とも 2008 年のリーマン
ショック，世界金融恐慌の影響で 2008―09 年には成長率が大きく低下した。















の推移である。米ドルは 2000 年から 2008 年まではユーロに対し減価（ドル安，
ユーロ高）に推移した。その後は若干の変動である。中国の人民元は 2007 年
155
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まで減価（元安，ユーロ高）で，その後は増価（元高，ユーロ安）が続いてい




推移が示されている。球根生産面積は，2000 年代は球根全体として 2010 年ま
で減少傾向であるが，その後回復した 17。
表２　生産面積と球根農家数，生産　オランダ





2000 20,849 2,709 603 137.8 438
2001 20,602 2,505 601 134.8 446
2002 21,319 2,574 611 125.4 487
2003 20,803 2,486 580 118.2 491
2004 19,388 2357 561 109.4 513
2005 19,119 2,176 560 110.5 507
2006 19,585 2,137 585 117.9 496
2007 19,794 2,047 607 115.0 528
2008 19,338 1,972 550 103.8 530
2009 18,412 1,790 516 105.2 490
2010 17,809 1,687 550 100.0 550
2011 19,207 1,662 575 90.7 634
2012 18,768 1,551 570 90.3 631
2013 18,528 1,531 575.7 94.4 610
2014 18,619 1,516 642.0 92.7 692
2015 20,386 1,551 667.3 92.8 719
注　価格指数は輸出価格（表４）で 2010 年を 100 とした。実質生産額は名目生
産額を価格指数で割って実質化した。
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants, 2001-2016 各年版，企業数と
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2015 年には実質生産額は 2008 年の 35%増となった。
表３には，2015 年のオランダの球根輸出，輸入が各国別に示されている。
世界貿易の８割から９割をオランダが占めているといわれる 19。輸出額は６億
６千万ユーロ（2015 年１ユーロ＝ 132 円換算，約 900 億円）輸出（金額ベー
ス）の 30%が EU向けである。この割合は 2013 年に比べ 40％から大きく減
少した。世界に万遍なく輸出している。アジアが 20％から 27％へ増加した。
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表３　オランダの球根輸出と輸入　2015 年
輸出 輸入
1000 ユーロ ％ 1000 ユーロ
オーストラリア 4,329 0.7
ベルギー・ルクセンブルグ 5,215 0.8 143
チェコ 1,614 0.2 63




フランス 22,551 3.4 23
ハンガリー 3,206 0.5
イタリア 14,045 2.1
ポーランド 8,198 1.2 113
スウェーデン 10,003 1.5 15
イギリス 47,522 7.2 230
EUその他 12,219 1.8
EU合計 194,767 29.3 901
オーストラリア 12,694 1.9 ブラジル 6,018
ブラジル 6,080 0.9 チリ 6,274
カナダ 27,290 4.1 中国 1,051
中国 72,785 11.0 エクアドル 430
台湾 16,347 2.5 インド 570
コロンビア 7,788 1.2 インドネシア 697
コスタリカ 7,455 1.1 イスラエル 1,414
日本 42,008 6.3 日本 365
メキシコ 27,375 4.1 モロッコ 544
ノールウェー 9,049 1.4 ニュージーランド 4,979
ロシア 23,546 3.5 ペルー 3,052
スイス 10,929 1.6 南アフリカ 3,588
トルコ 7,924 1.2 タイ 216
アメリカ 109,160 16.4 トルコ 1,239
ベトナム 33,797 5.1 アメリカ 2,861
欧州（EU除く） 51,466 7.7 25
アフリカ 5,888 0.9 5,123
アジア（中東除く） 178,595 26.9 3,137
中東 19,937 3.0 2,653
北アメリカ 136,450 20.5 2,884
ラテン・アメリカ 61,011 9.2 15,780
オーストラリア・オセアニア 16,369 2.5 5,051
その他 55,528 8.4 1,354
全世界 664,521 100.0 35,553
出所：AIPH, International Statistics Flowers and Plants, 2016。
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2000 年から 2015 年のオランダの輸出について経済分析をしてみよう。オラ
ンダの輸出数量と価格（ユーロ換算の輸出単価）の時系列が表４に示されてい
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第６節　中国
















2000 1,281.4 17,393.10 12,255.20 80,120,287 6,091,912 673.1 87.5
2001 2,847.6 23,683.40 15,851.00 110,730,959 6,337,826 837.7 59.1
2002 2,684.6 21,659.70 14,344.20 143,113,582 6,604,244 1,474.6 109.3
2003 3,936.2 86,797.20 52,377.40 161,092,306 21,052,105 2,187.4 140.0
2004 3,685.1 84,296.30 68,554.70 176,394,571 15,855,143 2,568.3 84.9
2005 4,609.0 92,074.10 93,956.30 207,161,678 26,324,295 3,642.1 160.9
2006 3,404.3 58,727.10 59,050.50 156,725,379 8,671,186 3,282.9 137.6
2007 3,897.2 69,407.80 83,805.90 179,146,605 11,146,116 3,688.7 214.1
2008 4,680.0 64,753.10 77,593.90 191,146,689 10,670,091 3,839.4 246.2
2009 4,131.8 74,794.20 77,335.50 217,188,990 6,523,339 4,145.4 151.2
2010 4,793.9 123,770.30 82,094.60 225,295,295 5,980,767 5,349.5 113.3
2011 4,514.3 75,574.80 75,574.80 274,206,174 13,411,493 6,863.5 140.9
2012 4,470.6 94,992.40 83,350.60 301,137,135 6,053,314 7,139.2 149.2
2013 4,173.6 118,152.54 66,858.68 378,888,915 39,596,011 8,063.1 259.5
2014 5,657.8 72,342.17 89,545.00 356,576,242 31,785,845 8,260.4 209.2





2010 年 4,794ha，2013 年 4,174ha，2015 年には 6,070haとなり 2000 年の５倍
に拡大した 21。
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2005年921百万球，2010年1,238百万球，2013年1,186百万球と約７倍増である。
その後，2014 年，2015 年と減少し，2015 年は 644 百万球となった 22。図 8-2 か
ら分かるように，生産額（人民元単位）は 2005 年が 1つのピークで以後低下・
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出所：同上。
図 8-3 中国　生産単価（1 球当たりの出荷価格）
中国の球根輸出入の推移が図 9-1 に示されている。生産の伸び以上に輸入が
拡大している。輸出は輸入の10分の１程度である。その結果，球根の自給率（生
産 /消費，消費＝生産＋輸入―輸出）は，2003 年 86％，2010 年 85％，2013 年















































格の時系列をプロットすると，図 10 のようになる。2000 年の点で需要曲線D1
と供給曲線 S1が交わる。2003 年まで経済成長に伴って需要曲線が右方シフト
し需要曲線D2となった。生産面積の増加および輸入供給の増加に伴って，供
給曲線が左方シフトして供給曲線 S2 となった。価格は 2004 年，2005 年と一
旦生産面積の拡大が停止して供給曲線の右方シフトが停止する。他方，需要曲
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は低下し，図５のように人民元はユーロに対して安定していた。輸入も増大し
た。2013 年には需要曲線D4に到達する。供給曲線は基本的には生産面積の拡
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第７節　日本
表７は日本における球根生産面積と農家数の推移を示している。生産面積は
2000 年から 2015 年まで減少している。2015 年の生産面積は 2000 年比 40％で
ある 26。球根の主な品目はチューリップとユリ，グラジオラスである。 平成 17
年産（2005 年）では，球根類全体では 597ha。 ユリ 100ha（16.8％）,チューリッ
プ 282ha（47.2％）,グラジオラス 28.7ha（4.8％）であった。各球根品目すべ




面積は 2000 年 219haから 2015 年 77.1haと 35.2％に縮小し，農家数は 239 戸





図 11 － 1 から生産数量は，2000 年の３億万球から 2015 年の１億万球に，
2007 年と 2009 年を除き，年々減少しているのが分かる。その縮小率は約３
人の１で，面積や農家数の縮小規模と同じである。生産額の推移は図 11 － 2
から分かるように，2000 年の 5,300 百万円から 2015 年には 2,700 百万円に，
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2000 995 3010 0.33 219 239 0.92
2001 883 2840 0.31 203 215 0.94
2002 778 2300 0.34 181 190 0.95
2003 703 2070 0.34 169 174 0.97
2004 636 1820 0.35 150 162 0.92
2005 597 1660 0.36 137 150 0.92
2006 575 1580 0.36 124 137 0.91
2007 564 118 130 0.91
2008 567 113 118 0.96
2009 538 106 112 0.95
2010 505 104 107 0.97
2011 478 100 106 0.94
2012 472 95.7 102 0.94
2013 414 85.5 90 0.95
2014 379 79.5 87 0.91








－88 （　  ）－
出所：同上。
図 11-2　生産，貿易，消費，自給率　金額ベース　日本
図 11 － 1，図 11 － 2 には，輸入，輸入も示されている。輸入数量は，2002 年，
2004 年，2012 年を除き，毎年減少して，2000 年の 650 百万球から 2015 年に
は 360 百万球にとなった。55％の縮小率である。図 11 － 2 にあるように，輸
入金額も 2000 年の 12,000 百万円から 20015 年の 7,500 百万円へ減少した。縮





輸出は非常に小さい。輸出量はわずかに 100 万球であり，2015 年の輸入の
0.3％である。金額では 1,232 百万円で輸入の 0.2%である。
消費数量は 2000 年の 958 百万球から 2015 年には 460 百万球に減少した。縮
小率 48%である。自給率は 2000 年が数量で 32%，2015 年は 22%である。消
費金額では，2000 年が 17,200 百万円で，2015 年には 10,100 百万円と 45％に
減少した。金額単位の自給率では 2000 年は 30％，2015 年は 26％になる。生産，
貿易，消費の単位価格の動きが図 12 に示されている。
170
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オランダからアジアの中国，日本，台湾について，2010 年から 2015 年ま
での球根輸出を詳しく見てみる。図 A-1 は球根輸出量の推移である。中国は
174
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急速に輸出数量が伸びている。約 30 百万球から 170 百万球と５倍強増加し
た。日本は 170 百万球であったものが，減少傾向で，2015 年には約 150 百万
球と中国に抜かれた。台湾は約 20 百万を保っている。図 A-2 はユーロ表示の
輸出単価である。中国への輸入単価は５年間で半分に低下したが，輸入数量
は 5倍強であるから，輸出額は大きく増加している。日本の単価は 2012 年か
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